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「発達障害のある人の生活と福祉に関する調査」集計【速報】 

 
調査の実施概要 

 調査対象者：調査協力依頼機関（以下「協力依頼機関」という。）を利用している障害者手帳を所

持していない発達障害児・者（医師により発達障害の診断を受けている児・者） 
 調 査 方 法：①各協力依頼機関に調査票等を郵送し協力を依頼 

②各協力依頼機関において平成26 年8 月1 日～8 月31 日の1 か月間に訪れた調査

対象者に対して調査票を手渡し郵送配布・回収、無記名方式 
 調 査 時 期：平成26 年8 月１日～8 月31 日 
 
調査票の配布、回収の状況 

 協力依頼機関：53 機関 協力依頼機関から配布された件数：119 件 回収件数：70 件  
回収率：58.8％ 

 
回答者の状況 

●性別（％）  
 
 
 

●年齢構成（％） 

9 歳以下 10 歳代 20 歳代 30 歳代 40 歳代 50 歳代 
35.7 30.0 25.7 4.3 4.3 － 

 
●診断を受けた医療機関の診療科（％） 

小児科 精神科 その他 不明 
48.6 41.4 － 5.7 

 
●診断を受けた時の年齢（％） 

3 歳未満 3～5 歳 6～8 歳 9～11 歳 12 歳以上 不明 
1.4 41.4 15.7 4.3 25.7 7.1 

 
主な調査結果（各質問とも回答の上位3つ） 

【通園・通学】 

 ●通園・通学するうえで困っていること（複数回答） 

  ・他の生徒との関係がうまくいかない：32.7％  ・学校卒業後の進路選択が不安：30.6％ 

  ・特にない：22.4％ 

 ●進学についての希望 

  ・普通学校へ進学したい：42.9％  ・わからない、まだ決めていない：26.5％ 

  ・盲・ろう・養護学校等の特別支援学校へ進学したい ：14.3％              

 ●学校卒業後の進路 

  ・分からない、まだ決めていない：57.1％  ・一般の会社へ就職したい：24.5％ 
  ・福祉サービス事業所に通いたい：10.2％ 
 

男性 女性 
77.1 22.9 

資料2 



2 
 

【働く】 

 ●どのような形で仕事をしているか（通園・通学をしていない方のみ回答） 

  ・無職：38.1％  ・パート、アルバイト、契約社員、日雇等（非正規雇用）：28.6％ 
  ・会社員・職員（正社員）：9.5％  ・その他の形態：9.5％                                     
 ●仕事をしていない主な理由（複数回答） 

  ・働く自信がないため：66.7％  ・仕事が見つからないため：33.3％ 
  ・自分に適した仕事がないため：33.3％ 
 ●今の仕事や職場環境に満足しているか（仕事をしている方のみ回答） 

  ・やや満足：30.0％  ・ふつう：20.0％  ・不満：20.0％ 
 ●不満の理由（複数回答） 

  ・収入が少ない：100％  ・仕事がむずかしい：66.7％  

・職場の人間関係、意思疎通などコミュニケーションがうまくいっていない：66.7％       

 ●発達障害のある人が働きやすくなるために必要な配慮や支援（複数回答） 

  ・発達障害の特性に合った仕事の情報を入手できること：34.3％ 
  ・発達障害者を雇い入れる企業や事業所が増えること：31.4％ 
  ・職場の人たちが、発達障害や発達障害のある人を理解していること：31.4％                          
【悩みごとや相談相手】 

 ●現在困っていること（複数回答） 

  ・将来の生活のこと：47.1％  ・就職など仕事のこと：22.9％ 
  ・友人関係のこと：18.6％       
 ●これまで相談したことがあるところ（複数回答） 

  ・家族：71.4％  ・保育所・幼稚園・学校の先生：55.7％  ・医療機関：45.7％               
 ●現在相談している支援機関（複数回答） 

  ・家族：61.4％  ・保育所・幼稚園・学校の先生：40.0％  ・医療機関：34.3％               
【権利侵害や差別】 

 ●障害を理由に嫌な思いをしたことなどの内容（複数回答） 

  ・かげぐちを言われたり、からかわれたりした：38.6％  ・特にない：34.3％ 
  ・障害があることをわかってもらえなかった：25.7％ 
【地震や災害】 
 ●災害時の避難に支援が必要か 

  必要：47.1％  必要ない：50.0％ 
 ●災害時に困ると思われること（複数回答） 

  ・避難所生活をするには心や体が耐えられるか不安：61.4％ 
  ・周りの人とのコミュニケーションがむずかしい：40.0％ 
  ・安全なところまで、すぐに避難することがむずかしい：31.4％ 
【行政サービス】 
●今後、行政に取り組んでほしいこと（複数回答） 

  ・発達障害に対する理解を深めるための啓発や広報：40.0％ 
  ・発達障害の特性に合わせた職業訓練の充実 ：37.1％ 
  ・発達障害についての診療ができる医療機関等の充実：37.1％ 


